
さくら市では、この多層指導モデルMIMの実践研究に取り組んでおり、学習の基盤となる言語
能力の育成に重点を置いて、各小学校で授業を行っております。本校においても、「豊かな表現力
の育成」を学校課題にしており、「表現力」を育成するためには「読解力」を、さらに「読解力」
をつける前段階として「読みの流暢性」を身に付けることが大切であると考えております。
令和４年度からは、下記のとおり市内の全小学校１・２年生を対象に授業時数特例校制度を申請

し、言語能力の育成に重点を置いて取り組んでまいります。写真は、昨年末（12 月 21 日）、さく
ら市学校教育課の担当指導主事等によるMIMの授業訪問があった際の様子です。１，２年生の授
業を参観した指導主事は、これまでの成果と課題を分析し、今後の研究実践に生かしていきたいと
話していました。
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１月２４日(月)～３０日(日)は全国学校給食週間でした。この一週間は、改めて学校給食の意義
や役割について考える機会となりました。
学校給食は、子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄養摂取、肥満傾向な
ど、健康状態について懸念される点が多く見られる今日、子どもたちが食に関する正しい知識と望
ましい食習慣を身に付けるために重要な役割を果たしています。

24 日(月)には、喜連川のあさの豚を使用した「あさのメンチカツ」、26 日(水)には、栃木県産の
たまごを使用した「”とちまるくん”の焼印付きの玉子焼き」、同じく県産なめこを使用した「なめ
こ汁」、そしてＪＡしおのや提供のさくら市産のいちご「とちおとめ」をいただきました。また、
27 日(木)には、県産「米粉パン」、さくら市産「さ
とのそら」という小麦で作られた「氏家うどん」、
そして栃木県の名産品かんぴょうを使用した「かん
ぴょうサラダ」をいただきました。さらに、28 日
(金)には、さくら市那珂川水系の「鮎の甘露煮」、
県産の春菊を使用した「春菊のツナ和え」や喜連川
産のあさの豚入りの「豚汁」も美味しくいただきま
した。自分たちの住んでいる地域で作られた安心・
安全でおいしい食材を食べられることに感謝をしな
がらいただきました。

今年度の地区理科研究展覧会は、新型コロナウイルス感染症対策のため一般公開（展示）及び発
表会の部が中止となりました。本校からは、14 人の実践研究が出品され、県推薦１点、優良賞４
点、良賞９点を受賞しました。受賞者のみなさん、本当におめでとうございます。今後とも主体的
に、そして様々な視点で研究を進めてほしいと思います。
また、その受賞者の中から、５年 小出蒼士さんの「洗濯物の乾き方を調べよう」が県推薦となりま
した。小出さんは、同じ時間、同じ場所
で干してあるはずの洗濯物に乾き方の違
いがあるのはなぜだろうと疑問をもち、
実験を行いました。乾き方の違いが、素
材や色の違いによるものだということを
折れ線グラフでわかりやすくまとめてい
ました。おめでとうございます！


